Design Wave Magazine 編集 部 で は , 「Design Wave 設計 
コン テス ト 2006」 を 実施 し まし た . 2005 年 11 月 号 (2005 
年 10 月 10 日 発売 ) で コン テス ト の 告知 を 行い , 2006 年 1 月 
27 日 に 応募 を 締め 切り まし た . 課題 は , 2 次元 積 符号 用 繰り 
返し 型 デ コー ダ で す . 仕様 に つい て は 本 誌 2005 年 11 月 号 の 
pp.131-140 で 詳し く 解 説 し て いま す . 


ら 評価 を 行っ た 結果 , 社会 人 を 対象 と する Professional 部 
門 の 入賞 者 を 以下 の と お り に 決定 し まし た. 


e] 位 田中 宏昌 
e2 位 チー ム た ま 匿名 ) 
e3 位 チー ム Veritak( 菅原 孝幸 , 陸 偉 良 , 菅原 明美 ) 
( 敬称 略 ) 

今回 は , 課題 で 志 さ れ た 繰り 返し を 採用 し た 方 と 総 当 た 
り 方 式 を 採用 し た 方 に 二分 され まし た. 

既存 の 方 式 を その まま 使い , チュ ー ニ ング を 行っ た だ け 
の 設計 で は , 本 コン テス ト で は 高い 評価 を 得る こと は で き 


05 ーーーーーー ビ ニニ 


と そり 09 ーー ーー 
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琉球 大 学 工学 部 和田 知久 氏 発表 会 が 開催 され た 沖縄 産業 支援 セン ター 


ませ ん . と は いえ , オリ ジ ナ リティ が あれ ば よい と いう わ 
け で も な く , 既存 方 式 に 対す る 優位 性 が な けれ ば 意味 が あ 
り ま せん . 方 式 を 決め る に 当たっ て の 判断 を レポ ー ト で い 
か に アビ ピー ル す る か も 重要 で す . 

また , 今回 は 設計 し た 回 路 に お ける エラ ー 率 に つい て も 
評価 の 対象 に な り ま し た . 速度 や ゲー ト 規模 が どん な に 優 
れ て いて も , 目的 の 機能 今回 は エラ ー 訂 正 ) を 満足 で き な 
い の で は 意味 が あり ませ ん . 設計 の アプ ロー チ に つい て 高 
い 評 価 を 得 た も の の , エラ ー 率 が 高 す ずる た め に 大 き な 減 
点 と な っ て し まっ た 設計 が あり まし た . また , 理論 限界 よ 
り 少な い エ ラー 数 が 得 ら れ て いる 設計 が あり まし た . 理論 
の 理解 や 十分 な 検証 も た いせ つ で す . 特定 の 条件 で 優れ た 
結果 が 得 ら れる 場合 も あり ます が , その 場合 に は 理由 を 示 
す 必 要 が あり ます . 

Professional 部 門 は , 前 回 の コン テス ト より FPGA に 実 
装 す る こと を 前 提 と し た 設計 と いう 条件 を 追加 し まし た . 
し か し , 今回 は FPGA が ハー ド ・ マ クロ で 持つ 乗算 器 や メ 
モリ を 利用 し た り , 採用 し た アル ゴリ ズム と FPGA の 選定 
を 明確 に 関係 づけ て いた チー ム が ほとん ど あ り ま せん で し 
た . その 一 方 で , 低 価 格 の FPGA ボー ド を 活用 し て , 実機 
に よる 評価 まで 行っ て いる 方 が 増え て きた こと は 喜ば し い 


Professional 部 門 
第 1 位 の 田中 宏昌 


Student 部 門 優勝 
MACH25R 若林 秀明 氏 ) 


Student 部 門 準 優勝 の チー ム Student 部 門 準 優勝 の チー ム 
ISHI 石井 康雄 氏 ) ARJ UN Albert Tumewu 氏 ) 


こと で す . 

賞品 と し て , 第 1 位 の 田中 氏 に は , 発表 会 講演 を 兼ね た 
2 泊 3 日 の 沖縄 旅行 の ほか , 副賞 の ハイ ビジ ョ ン 対 応 液晶 
テレ 区 シャ ー プ LC-20EX1.S) が , 第 2 位 の チー ム た ま に 
は 一 眼 レ フ ・ デ ィ ジ タル ・ カ メ ヌ ニコ ン D50 レ ンズ キッ 
ト 十 1G バ イト SD メモ リ ) が , 第 3 位 の チー ム Veritak に 
は , プリ ンタ 複合 機 キヤ ャ ノン MP830) が 贈ら れ ま し た. 


2. Stuidlent 部 門 の 結果 


琉球 大 学 工学 部 の ご 協力 を いただき , 本 誌上 で は ,「 LSI 
デザ イン ・ コ ン テ ス ト nn 沖縄 2006【 主催 : LSI デ ザイ 
ン ・ コンテ スト 実行 上 員 会 , 共催 : 琉球 大 学 工学 部 情報 工学 
科 , 沖縄 産業 振興 セン ター, フロ ム 沖 縄 推進 機構 , 九州 ヨ 
導体 イノ ベーション 協議 会 , 協賛 : ソニ ーLSI デ ザイ ン ) 
を Design Wave 設 計 コ ン テ ス ト の Student 部 門 と させ て い 
た だ いて いま す . Student 部 門 大 学 , 大 学院 , 工業 高等 
専門 学校 な ど ) の 設計 は , 琉球 大 学 に よっ て 和 審査 が 行わ れ 
まし た . そし て この 和 審 査 を 通過 し た 10 チ ー ム が , 2006 年 3 
月 17 日 に 沖縄 産業 支援 セン ター 那覇 市 ) で 開催 され LSI 
デザ イン ・ コ ン テ ス ト nn 沖縄 2006 最終 発表 会 」 に 招待 さ 
れ ま し た. 

今回 は , 日 本 以外 に カナ ダ , 韓国 , イン ド ネ シア の 3 ヵ 
国 か ら 応募 が あり , その うち , 韓国 の Chosun University 
と イン ド ネシア の TImstitut Teknologi Bandung か ら , それ 
ぞ れ 1 チー ム が 発表 会 に 参加 し まし た . 国際 的 な 発表 会 に 


[に 


発表 会 の 後 の 懇 親 会 の よう す 発表 会 の 前 に 開催 され た シン ポジ ウム の よう す 


LSI デ ザイ ン ・ コ ン テ ス ト in 
沖縄 2006 最終 発表 会 発表 者 
お よび 審査 員 の みな さん 


な っ て いる た め , 修士 以上 の 学生 は 英語 に よる 発表 が 推奨 
され て いま す . また , ゲス ト 講演 と し て , Professional 部 
門 第 1 位 の 田中 氏 が 発表 を 行い まし た. 

この 発表 会 で は , 国内 ・ 海 外 の 大 学 , 企業 , 本 誌 編集 部 
な どの 10 人 の 審査 員 が , 設計 結果 と 設計 方 針 の 二 つ の 視点 
か ら そ れ ぞ れ 0+^ 10 点 で 評価 し , 総合 点 に よっ て 入賞 チー 
ム を 決定 し まし た . 


e 優勝 : Outstanding Design Award 

チー ム MACH255 千葉 大 学 修士 年 若林 秀明 ) 
e 準 優勝 : Special Feature Award 

チー ム ISH( 東京 大 学 修士 2 年 石井 康雄 ) 
e 準 優勝 : Special Feature Award 

チー ム ARJUNA Institut Teknologi Bandung, 4 年 , 


Albert Tumewu, Pardi Bamjarnahor, Arthur Par- 


Saoran) 
e 学科 長 奨励 賞 : Faculty Chair Special Award 
チー ム ARITH 琉球 大 学 2 年 , 上 門 康太 , 仲間 祐貴 , 野 
原 健太 ) 
チー ム CO2-BOMBE 琉球 大 学 2 年 , 友 寄 雄一 朗 , 大 城 
和志 , 上 原 直久 ) ( 敬称 略 ) 
※ ま 。 玉 玉 
本 コン テス ト の 講評 や 各部 門 で 優勝 し た 設計 の 詳細 に つ 
いて は , 次 史 2006 年 6 月 号 ) で 詳し く 紹介 する 予定 で す . 
本 コン テス ト Professional 部 門 の 副賞 に ご 協力 いた だ い 
た 株 式 会 社 ソ リト ン シ ス テム ズ 様 に 感 席 い た し ます . 
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